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学科試験および実技試験問題・解答用紙

本検定試験問題の一部または全部の無断使用・転載を禁じます

１．試験時間　学科試験と実技試験をあわせて 120 分です

２．解 答 順　学科試験と実技試験のどちらから解答しても結構です

３．問 題 数　学科試験 :100 問／実技試験 :10 課題（うち、課題 10 は選択問題）

４．解答用紙
　　（1）解答用紙は 1 枚です。表面が学科試験、裏面が実技試験のマークシートです

　　（2）解答用紙は、この冊子の末尾にあります。左上に切込みがありますので、切り取り線に沿っ
てゆっくり丁寧に切り離してください

　　（3）解答用紙に、氏名、フリガナ、受験番号（数字ならびにマーク）を記入してください

　　（4）マークシートの記入方法は、解答用紙にある注意事項をよく読んでください

５．解答方法
　　（1）学科試験
　　　 ・解答は、問題文が正しければ〇を、誤っていれば×を、マークしてください

　　（2）実技試験
　　　 ・解答は、正解と思われる選択肢をマークしてください
　　　・実技試験の課題 10 は選択問題です。選択 A、または選択 B のどちらかを選択し、実技試験

解答用紙の A または B をマークしてから解答してください
A または B にマークのない場合や、A と B の両方にマークした場合は、採点されません

６．注意事項
　　（1）係員の指示があるまで、この冊子は開けないでください

　　（2）問題冊子のページの抜けや汚れ、文字の印刷の不鮮明な箇所などがないか確認してください。
異常があるときは、黙って手をあげてください

　　（3）気分が悪くなったり、トイレに行きたくなったら、黙って手をあげて、係員の指示に従っ

てください

　　（4）以下の行為を見つけた場合、退室を命じ受験は無効になります
　　　 ・不正行為があった場合
　　　 ・他の受験者の迷惑になる行為、または受験の妨げになる行為があった場合
　　　 ・係員の指示に従わなかった場合

　　（5）問題の内容に関する質問には一切お答えできません

・裏表紙のアンケートにご協力をお願いいたします

受験番号 氏　　名
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2025 年度 学科 1級

　以下の問題文が正しければ○を、誤っていれば×を、解答用紙にマークしなさい。

  1	 墜落制止用器具は、使用する工具の落下を防ぐための保護具である。

  2	 「不安全行動」と「不安全状態」のうち、「不安全状態」の例として、心配ごとを抱えて作
業することが挙げられる。

  3	 本質安全化を図るための手段の 1 つに、指差呼称がある。

  4	 フールプルーフの例として、過電流が流れても、自動的にブレーカーが落ちる漏電遮断器
つきのコードリールが挙げられる。

  5	 工作機械での作業中に停電が発生した際は、設備のベルト、クラッチ、送り装置を遊びの
位置にセットしてから、スイッチを切る。

  6	 原則として、玉掛け作業時の吊り角度は、60 度以内とする。

  7	 酸素濃度が 17% の場合、酸素欠乏状態にあるといえる。

  8	 災害度数率とは、労働者 1,000 人あたりの年間の死傷者数を表したものである。

  9	 労働損失日数とは、労働災害による負傷のため働くことができなくなった日数を表したも
のである。

 10	 労働衛生マネジメントシステムの目的は、重複小集団活動によるロスゼロの達成である。

 11	 5S を進める際は、整理を行ってから整頓を行うと効果的である。

 12	 PDCA サイクルを用いた管理のサイクルのうち、A は「分析」である。

 13	 一製品、一部品の検査において、検査項目が非常に多く全数検査が困難なものは、抜取り
検査が有効である。

 14	 QC 工程表は、工程管理の要点を明確にした管理のための標準である。

 15	 生産統制における進度管理とは、生産されたものが、納期の確保から見て予定どおりに進
んでいるかどうかを統制することである。

 16	 余力管理では、仕事量と生産能力とのバランスをできるだけ平準化し、やり残しや遊びが
出ないようにする。

 17	 リーダーシップとは、教育を受けたメンバーが、その内容を他のメンバーなどに伝えるこ
とである。
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 18	 Off-JT は、通常業務では指導できない内容を学習でき、体系的に知識を習得できる。

 19	 スキル評価表を用いた評価では、職場の必要スキルに対するメンバーのレベルを評価する。

 20	 典型 7 公害の 1 つに、閃光がある。

 21	 エコマークとは、企業が産業廃棄物を適切に処理していることを証明するものである。

 22	 リデュースとは、いらなくなったものを捨ててしまうのではなく、適切な処理をして、再
利用することである。

 23	 ゼロ・エミッションとは、「公害ゼロ」の生産システムの構築を目指すものである。

 24	 ISO14000 ファミリーは、環境マネジメントシステムに関する国際規格群の総称である。

 25	 SDGs は、2050 年までに温室効果ガスの排出を、全体としてゼロにすることを目指す取
り組みである。

 26	 自主保全活動において、故障を直す活動は、維持活動に含まれる。

 27	 時間基準保全（TBM）では、設備診断技術により劣化状態を定量的に把握する。

 28	 状態基準保全（CBM）の例として、クレーンの月例点検が挙げられる。

 29	 設備が機能停止しても生産への影響が少ない場合は、事後保全（BM）より予防保全（PM）
が有利である。

 30	 改良保全（CM）とは、設備の機能が低下してから補修、取替えを実施する保全方法である。

 31	 MP 情報とは、設備の清掃・給油・点検を行う担当者のリストである。

 32	 TPM の基本理念の 1 つに、常識の新陳代謝がある。

 33	 操業度を阻害するロスには、生産調整のための計画休止やシャットダウン（SD）による
ロスが該当する。

 34	 測定調整ロスは、品質不良の発生・流出防止のため、測定調整を頻繁に実施する作業ロス
である。

 35	 原単位の効率化を阻害するロスである 3 大ロスの 1 つは、不良・手直しロスである。

 36	 歩留まりロスの例として、加工中の放熱ロスや空運転ロスなどが挙げられる。
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 37	 心理的潜在欠陥の例として、分解するか診断しないとわからない内部欠陥が挙げられる。

 38	 故障モードの例として、チョコ停や速度低下などが挙げられる。

 39	 設備が動いてもつくられる製品すべてが不良になってしまうような故障は、機能停止型故
障に該当する。

 40	 ライフサイクルコスト（LCC）は、設備の運転開始から廃却までにかかる費用である。

 41	 設備の動作時間が同じであれば、故障停止回数が多いほど MTBF の値は大きくなる。

 42	 設備の負荷時間が 100 時間、故障停止回数が 8 回、故障停止時間の合計が 15 時間の場
合の故障強度率は、8% である。

 43	 設備の負荷時間が 100 時間、故障停止回数が 20 回、故障停止時間の合計が 20 時間の場合、
MTTR は、5 時間である。

 44	 自主保全において、オペレーターに求められる 4 つの能力の 1 つである条件設定能力とは、
正常や異常の判定基準を定量的に決められることである。

 45	 製造部門が主に担当する自主保全活動は、劣化を防ぐ活動である。

 46	 自主保全活動のうち、劣化を復元する活動の例として、保全データの記録が挙げられる。

 47	 自主保全活動のステップ方式は、第 1 〜 3 ステップで設備が変わり、第 4 ～ 5 ステップ
で人が変わり、第 6 〜 7 ステップで現場が変わる。

 48	 自主保全活動のステップ方式は、すべてのステップを完了させた後に初めて管理者の診断
を受ける。

 49	 職制モデル活動においてモデル機を選定する際は、問題が多発し、効果測定がしやすい設
備を選ぶと良い。

 50	 重複小集団活動を行う目的の 1 つは、ボトムアップの機能を排除することで、トップダ
ウンの意思系統を強化することである。

 51	 目で見る管理の例として、圧力計の目盛り（メーター）の設定範囲に色付けすることが挙
げられる。

 52	 自主保全活動の 3 種の神器の１つは、マップである。

 53	 活動板は、活動計画・進捗状況・成果などを共有するためのツールである。
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 54	 エフ付けした後、その場で処置できる不具合については、その場で処置してエフ取りをする。

 55	 自主保全第 1 ステップ（初期清掃）の定量的な効果の例として、チョコ停の低減が挙げ
られる。

 56	 自主保全活動における発生源対策の適切な進め方は、以下の順序である。
1. 発生源を絶つ　→　2．清掃・点検・給油をしやすくする　→　3．量・範囲を極小化・
局所化する

 57	 自主保全第 2 ステップ（発生源・困難個所対策）における改善の例として、点検窓の設
置による点検時間の短縮が挙げられる。

 58	 自主保全第 4 ステップ（総点検）におけるスキルチェックとは、設備履歴簿が漏れなく
記入されているか確認することである。

 59	 自主保全第 5 ステップ（自主点検）において、自主保全基準書を見直す際は、「清掃しな
がら点検する」といった効率化ができないか確認する。

 60	 自主保全活動における職場の目標は、工場の方針管理に基づいて設定すべきである。

 61	 自主保全第 7 ステップ（自主管理の徹底）において、自主管理を継続するための必須条
件の 1 つである「やる場」を整えるのは、管理者の仕事である。

 62	 QC ストーリーにおいて、「効果の確認」の次のステップで「標準化と管理の定着」を行う。

 63	 ヒストグラムは、体重と身長など、対になった 1 組のデータの関係・状態をつかむため
に用いられる。

 64	 np 管理図は、不適合品率（不良率）の管理図といわれる。

 65	 管理図を用いたデータ解析における計数値の例として、故障停止時間が挙げられる。

 66	 標準偏差とは、対象データのバラツキの大きさを示す指標である。

 67	 正規分布において、平均値μ、標準偏差σとした場合、面積の 99.7％がμ± 3σの範囲
に存在する。

 68	 管理図における管理限界は、集めたデータの最大値と最小値に設定する。

 69	 工程能力における規格の上限値が 54、下限値が 42、標準偏差が 2 の場合、工程能力指
数（Cp）は、1.0 である。
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 70	 PM 分析は、慢性的なロスの分析に適している。

 71	 改善の 4 原則である ECRS のうち、E の例として、作業の順序を変更する改善が挙げら
れる。

 72	 稼動分析の手法の 1 つに、ワークサンプリング法がある。

 73	 ある梱包ラインの A ～ E 工程における製品 1 個あたりの作業時間がそれぞれ、5.2 秒、7.3
秒、7.0 秒、7.0 秒、6.2 秒、ラインのピッチタイムが 10.0 秒だったとき、編成効率は
65.4% である。

 74	 段取り作業における外段取りの例として、設備を一時的に停止して、金型を取り替えるこ
とが挙げられる。

 75	 価値工学（VE）の考え方の 1 つとして、従来と同じ機能のモノをより安いコストで提供
することにより価値が向上することが挙げられる。

 76	 FTA は、ボトムアップ方式の解析手法である。

 77	 ねじを 1 回転させたときに、ねじ山の進む距離をリードという。

 78	 有効径が 16mm のメートルねじは、M16 と表す。

 79	 ボルトの締付けトルクは、ボルトの軸心から作用点までの距離の 2 乗で求められる。

 80	 回転軸の締結にキーを使う際は、キーの両サイドにすきまを設ける。

 81	 コッターとは、軸方向に押したり引いたりする力を受ける２本の棒をつなぎ合わせるもの
である。

 82	 下図は、不等速自在軸継手の構造図である。

	 　　

 83	 ころがり軸受は、すべり軸受よりも一般的に運転中の振動・騒音が少ない。

 84	 チェーン伝動装置にはすべりがないので、一定の速度比を保つことができる。

 85	 密封装置（密封部品）のうち、固定用シールには、V パッキンやグランドパッキンなどが
含まれる。
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 86	 グリースのちょう度番号が大きいほど、グリースは軟らかい。

 87	 一般に、潤滑油の温度が 10℃上昇すると、酸化速度は 2 倍になる。

 88	 回路計 ( テスター ) での抵抗測定は、測定対象設備の電源を切って行う。

 89	 制御回路におけるフィードバック制御は、あらかじめ定められた順序に従って、制御の各
段階を順次進めていく制御である。

 90	 レギュレーターは、こまめにドレン抜きを行う必要がある。

 91	 空気圧装置のアクチュエーターには、エアフィルターやレギュレーターなどがある。

 92	 油圧バルブのうち、方向制御弁には、リリーフ弁やアンロード弁などがある。

 93	 電線の被覆には、ポリエチレンなどの材料が使われている。

 94	 旋盤での加工の例として、テーパ削りや正面削りなどが挙げられる。

 95	 熱硬化性プラスチックの例として、塩化ビニールやポリアミド樹脂などが挙げられる。

 96	 一般的な M 型ノギスでは、100 分の 1 ミリメートル単位で長さの測定が可能である。

 97	 ストロボスコープは、モーターなどの回転数を測定するために用いられる。

 98	 リーマは、工作物にドリルの穴あけ位置やケガキ線をはっきり示すための工具である。

 99	 ハンドタップは、通常 2 本 1 組で使われる。

100	 JIS によると、図面における引出し線は、細い一点鎖線で描かれる。



実技試験問題

1級
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課題 1：リスクアセスメント

A 職場は、窓の清掃作業におけるリスクを低減するため、リスクアセスメントを実施することと

した。

【リスクアセスメントの手順】【窓の清掃作業のイラスト】を見て、次の設問に解答しなさい。

【リスクアセスメントの手順】
手順 1 ①  の特定

⬇
手順 2 ①  ごとのリスクの見積り

⬇
手順 3 リスク低減のための ②  の設定・リスク ③  内容の検討

⬇
手順 4 リスク ③  の実施

⬇
手順 5 基準に基づく客観的な評価・継続的な活動

【窓の清掃作業のイラスト】

〔設問 1〕

【リスクアセスメントの手順】の空欄 ①  〜 ③  に当てはまる語句として、もっとも

適切なものを選択肢から選びなさい。

＜①〜③の選択肢＞

ア．発生源・困難個所	 イ．優先度	 ウ．行動目標
エ．公害の種類	 オ．低減措置	 カ．マネジメントシステム
キ．危険性または有害性	 ク．管理値	 ケ．測定・診断
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〔設問 2〕

手順１で特定した内容の例として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。
 ④

＜④の選択肢＞

ア．脚立の天板に立たず掃除をしている
イ．窓の上部までワイパーが届かないため、掃除できない
ウ．掃除中の作業者が足を滑らせ転落し、怪我をする
エ．安全に掃除できないため、実施頻度が少ない

〔設問 3〕

手順２での見積りのために確認する項目の組み合わせとして、もっとも適切なものを選択肢から

選びなさい。
 ⑤

＜⑤の選択肢＞

ア．床面から窓までの高さと窓の面積
イ．災害が発生する可能性と発生した際の重篤度
ウ．対策実施前後の災害度数率と災害強度率
エ．対策にかかる費用と実施効果金額

〔設問 4〕

手順４を実施するため、清掃作業方法を変更することにした。変更内容とその理由として、もっ

とも適切なものを選択肢から選びなさい。

変更内容：  ⑥ 　　理由：  ⑦

＜⑥の選択肢＞

ア．高い脚立を使用して、ワイパーを使わず手で掃除する
イ．脚立の天板に立って、ワイパーを使わず手で掃除する
ウ．補助者をつけて、脚立の天板に立って掃除する
エ．脚立を使用せず、長いワイパーを使用して掃除する

＜⑦の選択肢＞

ア．脚立を用いた正しい掃除方法として、法令で定められているため
イ．災害が発生する可能性と発生した際の重篤度をともに下げるため
ウ．コストをかけずに対策することができるため
エ．掃除しやすくなり、作業の実施頻度が増すため
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課題 2：品質保全

【8 の字展開法の概念図】を見て、次の設問に解答しなさい。

【8の字展開法の概念図】

〔設問 1〕

A、B の管理の名称として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

A の管理の名称： ⑧  　　B の管理の名称： ⑨  

＜⑧〜⑨の選択肢＞

ア．維持管理	 イ．作業管理	 ウ．時間管理
エ．設備管理	 オ．改善管理	 カ．状態管理

〔設問 2〕

A、B の管理の重点ポイントとして、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

A の管理の重点ポイント： ⑩  　　B の管理の重点ポイント： ⑪  

＜⑩〜⑪の選択肢＞

ア．行動前に決めごとを設定する
イ．故障が発生してから決めごとを設定する
ウ．決めごとが守られていない場合を想定する
エ．決めごとの抜け・甘さを追究する
オ．決めごとを確実に守る
カ．時期によって決めごとを変える

⑸．［　Ｄ　］⑵．［　C　］

⑺．条件管理

⑹．［　Ｅ　］

⑶．要因分析 ⑷．原因撲滅

⑴．現状把握

BA
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〔設問 3〕

C、D、E に当てはまる項目の組み合わせとして、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

� ⑫

＜⑫の選択肢＞

ア．C：条件設定　D：復元　　　E：条件改善
イ．C：条件設定　D：条件改善　E：復元
ウ．C：復元　　　D：条件改善　E：条件設定
エ．C：復元　　　D：条件設定　E：条件改善

〔設問 4〕

下記の各項目で行う活動の例として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

・「⑴．現状把握」の活動例  →  ⑬

・「⑶．要因分析」の活動例  →  ⑭

・「⑷．原因撲滅」の活動例  →  ⑮

＜⑬〜⑮の選択肢＞

ア．�ルールの見直しを行う
イ．決めごとの不具合を摘出し、復元・改善を実施する
ウ．条件の変化を記録する
エ．良品を作るための条件や、基準となる設定値の検証を行う
オ．改善した結果で QM マトリックスの改訂を行う
カ．工程にある作業標準や、点検基準などの決めごとを洗い出し、確認する
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課題 3：TPM

【TPM の有形効果】を見て、次の設問に解答しなさい。

【TPMの有形効果】
生産活動の効果指標項目

（PQCDSME）
名称 TPM 活動継続による効果

P ⑯ ⑰

Q 品質 工程不良の減少

C ⑱ ⑲

D 納期 仕掛かり品の減少

S ⑳ �

M � �

E 環境 廃棄物の減少

〔設問 1〕

【TPM の有形効果】の空欄 ⑯  〜 �  に当てはまる語句として、もっとも適切なも

のを選択肢から選びなさい。

＜⑯〜�の選択肢＞

ア．コスト	 イ．作業意欲	 ウ．故障件数の減少
エ．生産性	 オ．顧客	 カ．製造原価の低減
キ．安全・衛生	 ク．計画	 ケ．休業災害件数の減少
コ．サービス	 サ．不要在庫の減少	 シ．不良品クレーム件数の減少
ス．資格取得者数の増加

〔設問 2〕

TPM の 8 本柱のうち、「個別改善」の進め方に関する説明として、もっとも適切なものを選択肢

から選びなさい。

�  �

＜�の選択肢＞

ア．�保全管理システムをつくり、高度な技術を駆使して設備の健康管理を行う
イ．設備に関する項目を学習し、教育を受けて、簡単な修理を行う
ウ．�職場のロスを把握して、上位方針に沿って、期間内にどれだけの問題を解決すべきか

を決める
エ．工程で品質をつくり込み、設備で品質をつくり込み、品質不良を予防する
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課題 4：自主保全仮基準書の作成

【油圧ユニット】は、自主保全活動の第 3 ステップにおいて、構成機器に関する作業の仮基準書

を作成しようとしている油圧ユニットである。

【油圧ユニット】を見て、次の設問に解答しなさい。

【油圧ユニット】

C

D

A

B

〔設問 1〕

仮基準書に設ける項目として、適切ではないものを選択肢から選びなさい。

� ㉕

＜㉕の選択肢＞

ア．点検作業の方法
イ．点検作業時間の目安
ウ．点検作業完了後のチェック欄
エ．点検作業を行う周期

〔設問 2〕

仮基準書に設ける作業区分として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

� ㉖

＜㉖の選択肢＞

ア．復元、点検、改善
イ．段取り、点検、片付け
ウ．測定、点検、監視
エ．清掃、点検、給油
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〔設問 3〕

仮基準書の中で、【油圧ユニット】の機器 A・B の点検基準の例として、もっとも適切なものを

選択肢から選びなさい。

機器 点検基準の例 作業のタイミング

A
㉗ 運転中

㉘ 停止中

B
㉙ 運転中

㉚ 停止中

＜㉗〜㉚の選択肢＞

ア．指示値は設定範囲内であるか	 イ．カップリングに異常音がないか
ウ．表面温度が油温 +5℃以上を保っているか	 エ．ドレン溜まりはないか
オ．ロッドのボルトのゆるみはないか	 カ．ゼロ点は合っているか
キ．ストロークに異常・変化はないか	 ク．ハンドルが固着していないか

〔設問 4〕

【油圧ユニット】の機器 C に関する作業のオペレーターと保全部門の作業分担として、適切では

ないものを選択肢から選びなさい。

� ㉛

＜㉛の選択肢＞

ア．機器周辺の汚れは、点検と同時にオペレーターがウエスで拭き取ることにした
イ．聴覚ならびに触覚による点検で対応できるものは、オペレーターが担当することにした
ウ．�日常的に行う清掃作業は保全部門が、不定期に行う分解整備はオペレーターが担当する
ことにした

エ．�振動の目視点検はオペレーターが、振動計を用いた傾向管理は保全部門が担当すること
にした

〔設問 5〕

【油圧ユニット】の機器 D に関する作業の効率化を目的とした改善の例として、適切ではないも

のを選択肢から選びなさい。

� ㉜

＜㉜の選択肢＞

ア．給油口に色付けする　　　　　イ．油種のラベルを作成して貼り付ける
ウ．給油する油種を増やす　　　　エ．油量の上限・下限を表示する
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【総点検の展開手順】を見て、次の設問に解答しなさい。

【総点検の展開手順】

・設備の構造・機能・原理と　　　　  を理解する
・設備を構成する主要機能・部品を点検できる 　　　　を身につける
・設備を構成する主要機能・部品を漏れなく点検し、潜在化している欠陥を
顕在化し復元する

第４ステップ　総点検

訓練の実施
◎インストラクター
◎リーダー
◎機械要素別６項目＋２項目

・カットモデル
・点検項目リスト
・フローチャート
・システム図

総　　点　　検　　の　　実　　施

準　　備
◎項目の抽出
◎教材の作成
◎教育訓練計画の作成

ワンポイン
トの作成

伝達教育

総点検
マニュアル

理解度
　チェック

スキル
　チェック

ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト

１．潤

　
　滑

２．
油

　
　圧

３．
空

　
　圧

４．
駆

　
　動

５．
電

　
　気

６．
安

　
　全

７．
加
工
条
件

８．

教育
訓練

点検の
実施

復元・　　

指
摘
事
項

項目ごと・点検仮基準の作成

項 目 ご と ・ 自 主 診 断◎目で見る管理

項 目 ご と ・ ト ッ プ 診 断

合　　　格

サークル
活動報告書

トップ診断
　　申請書

・項目ごとの
　データを見る
・……………
・……………
・……………

活動板

油
圧
不
具
合

目的

34
33

35

36

課題 5：総点検
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〔設問 1〕

【総点検の展開手順】の空欄 ㉝  〜 ㊱  に当てはまる語句として、もっとも適切なも

のを選択肢から選びなさい。

＜㉝〜㊱の選択肢＞

ア．機能停止　　　　　イ．分解手順　　　　　ウ．本基準書の作成　　　エ．技能
オ．改善　　　　　　　カ．維持　　　　　　　キ．結果の歯止め　　　　ク．段取り
ケ．互換性　　　　　　コ．あるべき姿

〔設問 2〕

総点検対象物に対する目で見る管理の例として、適切ではないものを選択肢から選びなさい。

 ㊲

＜㊲の選択肢＞

ア．リリーフ弁のロックナットに合マークをつける
イ．ルブリケーターの前後に回転計を設置する
ウ．V ベルトを用いた設備のケーシングに、ベルトの型式と回転方向を表示する
エ．ファンの前面に風車を取り付ける

〔設問 3〕

伝達教育を行う際のポイントとして、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

 ㊳

＜㊳の選択肢＞

ア．仕事の一部であるので、楽しみながら勉強するようなやり方は避ける
イ．自分が教わった内容を、全く同じ形でそのまま伝えることを心がける
ウ．既存のテキストだけに頼らず、自分たちの職場に合った教材をつくる
エ．実際に設備には触れさせず、座学での教育とする

〔設問 4〕

総点検実施の効果例として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

 ㊴

＜㊴の選択肢＞

ア．災害度数率の上昇　　　　　　　　　　　イ．清掃時間の増加
ウ．自然劣化個所の減少　　　　　　　　　　エ．チョコ停の低減
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課題 6：QC手法・新QC手法

【品質管理手法】を見て、次の設問に解答しなさい。

【品質管理手法】

目的
用いる手法

名称 概略図
問題を解決するにあたり、複雑に絡み合う要因どうしのつながりや
因果関係を図にすることで、メンバーの合意を得ながら解き明かし、
解決の新たな切り口を見つけ出したい

㊵  ㊺  

職場メンバーの抱える問題について、メンバーの意見を集めて、類
似性を整理し、活動テーマとする案を出しやすくしたい

㊶  ㊻

抜取り検査や製品検査の結果を用いて、管理線との関係、データの
並び方から工程の状態を確認したい

㊷ ㊼

計画している工事に対して工期の過不足など日程上の問題点を見つけ、
クリティカルパスを見いだすとともに、必要工事期間の精査を行いたい

㊸ ㊽

湿度の高さが不良品発生に影響している可能性があるので、湿度と
製品不良率に相関関係があるか確認したい

㊹ ㊾

〔設問 1〕

【品質管理手法】の空欄 ㊵  〜 ㊾  に当てはまる名称、概略図として、もっとも適切

なものを選択肢から選びなさい。

＜㊵〜㊹の選択肢＞

ア．連関図法	 イ．親和図法	 ウ．散布図	 エ．系統図法
オ．管理図	 カ．レーダーチャート	 キ．パレート図
ク．アローダイアグラム法	 ケ．マトリックス図法

＜㊺〜㊾の選択肢＞

ア． イ． ウ．

エ． A
B

項目3項目4

項目2項目5

項目1 オ． カ．

キ． ク． ケ．

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
a △
b ○ ◎ ○

◎c
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【なぜなぜ分析の実施状況】【用いたシートの例】を見て、次の設問に解答しなさい。

【なぜなぜ分析の実施状況】

リーダーの A さんは、現場での点検作業中に配管フランジより蒸気が漏れていることを発見し

たため、復元後、メンバーとなぜなぜ分析を行い、対策を考えることにした。

復元時にフランジのボルト・ナットのゆるみが確認できたので、蒸気漏れはボルト・ナットのゆ

るみから発生したと考え、現象を「 ㊿  」として、なぜなぜ分析をスタートした。次に、

現象につながる［なぜ 1］には、「 �  」「 �  」の 2 つを記入した。

さらに、「 �  」の方の［なぜ 2］には、「衝撃的外力が加わった」などを、「 �  」

の方の［なぜ 2］には、「ガスケットにへたりが生じた」「ボルトに錆が発生した」などを記入した。

［なぜ 3］［なぜ 4］と分析を進める中で、リーダーの A さんがメンバーに、ⓐなぜなぜ分析のポ

イントを指導した。最後に、現場・現物を見て、最後の「なぜ」をすべて確認した結果、経年劣

化が進行したガスケットを使用し続けたことが原因と推定されるので、ⓑ再発防止策を立てるこ

とにした。

〔設問 1〕

【なぜなぜ分析の実施状況】【用いたシートの例】の空欄 ㊿  〜 �  に当てはまる

記述として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。なお、【用いたシートの例】の

内の記述は、省略している。

【用いたシートの例】

［現象］

＜配管フランジからの蒸気漏れ＞

［なぜ 1］ ［なぜ 2］

衝撃的外力が加わった

（省略）

（省略）

（省略）

ガスケットにへたりが
生じた

ボルトに錆が発生した

50 51

52

フランジ

ボルト・ナット

ガスケット

＜㊿〜�の選択肢＞

ア．ボルト・ナットに防錆処理を行わなかった　イ．ナットが戻り回転してゆるんだ
ウ．蒸気漏れが発生した　
エ．�なぜフランジのボルト・ナットのゆるみが主要因なのか
オ．ナットが戻り回転せずにゆるんだ　　　　　カ．フランジのボルト・ナットがゆるんだ

課題 7：なぜなぜ分析
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〔設問 2〕

下線部ⓐのなぜなぜ分析のポイントとして、適切ではないものを選択肢から選びなさい。
 �

＜�の選択肢＞

ア．正常からズレている（異常）と思われることだけを書く
イ．人間の心理面への原因追究も行う
ウ．文中に「悪い」という言葉は使わない
エ．文章を短く簡潔にする

〔設問 3〕

下線部ⓑの再発防止策として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。
 �

＜�の選択肢＞

ア．日常点検において、フランジの外観の目視点検時間を増やす
イ．日常点検において、フランジの表面温度を測り、記録する
ウ．フランジの分解点検を実施する周期を長くする
エ．ガスケットを交換する周期を短くする
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課題 8：設備保全の基礎

【不具合リストに記入された個所】は、A 職場に設置された設備 4 台の中で、不具合リストに記

入されていた個所 A 〜 G である。【不具合リストに記入された個所】を見て、次の設問に解答し

なさい。

【不具合リストに記入された個所】

B. ルブリケーター
A. フィルター

C. 操作盤

D. V ベルト

E. チェーン

G. 油圧計

F. 油圧ホース

〔設問 1〕

A、B、C に発生する不具合の例として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

・A の不具合例： �  　　・B の不具合例： �  　　・C の不具合例： �

＜�〜�の選択肢＞

ア．油の滴下量が不足している　　　　　イ．流体が設定方向と逆向きに流れている
ウ．ハンドルが固着している　　　　　　エ．必要な量のドレンが溜まっていない
オ．ピストン速度が安定しない　　　　　カ．エレメントが目詰まりしている
キ．換気ファンが常時運転している　　　ク．ランプが玉切れしている
ケ．シャフトシール部に油漏れが発生している
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〔設問 2〕

D、E に発生していた不具合はどちらも「異音、振動」であったが、それぞれ別の対応を実施し

たことで、不具合を解消することができた。対応の内容として、もっとも適切なものを選択肢か

ら選びなさい。

・D への対応： �  　　・E への対応： �

＜�〜�の選択肢＞

ア．設備の運転速度を上げた
イ．ピンとブッシュとローラーの間に潤滑油を給油した
ウ．すべてのベルトを交換した
エ．みぞの底面と V ベルトが接触するように装着した
オ．すきまに V パッキンを重ねて挟み込んだ
カ．取り付けられた割りピンのうち、一部を取り外した

〔設問 3〕

F、G は、ともに配管の接続部からの油漏れが発生していた個所である。今後、自主保全活動の

強化により、微量の油漏れでも早期発見できるようにするための対策として、もっとも適切なも

のを選択肢から選びなさい。 

 �

＜�の選択肢＞

ア．油漏れが発生していないときでも、注意喚起のためにエフ取りしない
イ．油圧計の目盛りを色分けして、正常・異常が判断できるようにする
ウ．油圧配管の各継ぎ部からの油漏れやにじみを日常点検項目に追加する
エ．�F、G の交換タイミングについて、CBM から TBM の考え方に切り替える
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課題 9：図面の見方

【工作物 A の立体図】【工作物 A の正投影図】を見て、次の設問に解答しなさい。

【工作物 Aの立体図】	 【工作物 Aの正投影図】

〔設問 1〕

【工作物 A の正投影図】の空欄 �  〜 �  に当てはまる図として、もっとも適切なも

のを選択肢から選びなさい。

＜�〜�の選択肢＞

ア． イ． ウ． エ．

オ． カ． キ．

正面方向

左側面図 下面図

 �  

背面図 右側面図

 �   �  
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【工作物 B の立体図】【工作物 B の正投影図】を見て、次の設問に解答しなさい。

【工作物 Bの立体図】	
（参考）別方向から見た工作物 B の立体図

	 【工作物 Bの正投影図】

〔設問 2〕

【工作物 B の正投影図】の空欄 �  〜 �  に当てはまる図として、もっとも適切なも

のを選択肢から選びなさい。

＜�〜�の選択肢＞

ア． イ． ウ．

エ． オ． カ．

背面方向

右側面方向正面方向

正面図 平面図

� �

（課題 9：図面の見方は、次ページへ続く）



自主保全士検定試験

26

【図面における表示例と説明】を見て、次の設問に解答しなさい。

【図面における表示例と説明】
表示例 説明

R90  �  

 �  

Ra1.6
 �  

（穴）

（軸）

φ
8
＋
0.
2

＋
0.
1

φ
8　

   
0

－
0.
1

 �  

〔設問 3〕

【図面における表示例と説明】の空欄 �  〜 �  に当てはまる記述として、もっとも

適切なものを選択肢から選びなさい。

＜�〜�の選択肢＞

ア．円弧部の角度が、90°である
イ．円弧部の半径が、90mmである
ウ．除去加工をしない
エ．除去加工をする
オ．表面加工時の性状を指示している
カ．水平面に対する傾斜角を表示している
キ．はめあいがすきまばめとなる、軸と穴である
ク．はめあいがしまりばめとなる、軸と穴である
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これから先のページは【選択問題】です。

＜注意事項＞
・課題10は、選択問題です。
・（選択A）P.28〜P.29、（選択B）はP.30〜P.31です。
・�（選択A）または（選択B）、どちらか一方だけを選んで解答して
ください。

・�（選択A）または（選択B）、どちらの問題を解答するかは、ご自
身で選んでください。

・�解答用紙には、選んだ問題の記号（AまたはB）にマークしてく
ださい。

・�AまたはBにマークのない場合や、AとBの両方にマークした場合は、
採点されません。

＜解答用紙の記入例＞

・（選択 A）の問題を選んだ場合は、 A  にマークする

【記入例】

 B   ←選択した問題をマークする

・（選択 B）の問題を選んだ場合は、 B  にマークする

【記入例】

A    ←選択した問題をマークする
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課題 10 は、選択 Aまたは選択 Bのどちらかを選択し、解答用紙の Aまたは Bをマークして
から解答して下さい。
Aまたは Bにマークのない場合や、Aと Bの両方にマークした場合は、採点されません。

課題 10（選択 A）：設備総合効率（加工・組立）

【A 社工場の操業データ】【2024 年度下期と 2025 年度上期の操業データの比較結果】を見て、

次の設問に解答しなさい。

【A社工場の操業データ】

2024 年度下期 2025 年度上期

１日の操業時間 480 分 540 分

１日の計画休止時間 80 分 90 分

１日の停止時間 60 分 50 分

１日の加工数量 290 個 310 個

１日の不良個数 40 個 20 個

基準サイクルタイム 1.0 分／個 1.0 分／個

実際サイクルタイム 1.1 分／個 1.1 分／個

【2024 年度下期と 2025 年度上期の操業データの比較結果】

A 社工場は、客先からの受注量が増加したため、2025 年度上期より、暫定的な対策として、残

業（60 分）による対応で、生産量をアップさせた。

時間稼動率、性能稼動率、良品率の 3 つの指標を 2024 年度下期と比べると、2025 年度上期は、 

�  が良化、 �  が悪化し、結果的に設備総合効率は �  した。

残業を行うことだけでなく、更に生産性を高めるために、今後は、 �  の悪化につながる 

�  ロスの低減を目標として、改善活動を進めることとした。
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〔設問 1〕

2025 年度上期の稼動時間として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．400 分	 イ．450 分	 ウ．490 分	 エ．500 分

〔設問 2〕

2025 年度上期の速度稼動率として、もっとも近い数値を選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．77.3 ％	 イ．85.6 ％	 ウ．90.9 ％	 エ．96.0 ％

〔設問 3〕

2025 年度上期の正味稼動率として、もっとも近い数値を選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．69.6 ％	 イ．74.7 ％	 ウ．79.9 ％	 エ．85.3 ％

〔設問 4〕

2025 年度上期の設備総合効率として、もっとも近い数値を選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．64.4 ％	 イ．69.5 ％	 ウ．80.1 ％	 エ．85.4 ％

〔設問 5〕

空欄 �  〜 �  に当てはまる語句として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

＜�〜�の選択肢＞

ア．時間稼動率と性能稼動率	 イ．時間稼動率と良品率	 ウ．性能稼動率と良品率
エ．時間稼動率	 オ．性能稼動率	 カ．良品率
キ．良化	 ク．悪化	 ケ．性能
コ．停止	 サ．不良
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課題 10 は、選択 Aまたは選択 Bのどちらかを選択し、解答用紙の Aまたは Bをマークして
から解答して下さい。
Aまたは Bにマークのない場合や、Aと Bの両方にマークした場合は、採点されません。

課題 10（選択 B）：プラント総合効率（装置産業）

【B 社工場の操業データ】【2024 年度下期と 2025 年度上期の操業データの比較結果】を見て、

次の設問に解答しなさい。

【B社工場の操業データ】

2024 年度下期 2025 年度上期

１カ月の暦時間 720 時間 720 時間

１カ月の計画休止時間 50 時間 70 時間

１カ月の停止時間 60 時間 60 時間

理論生産レート 9.0 トン／時間 9.0 トン／時間

１カ月の生産量 4,660 トン 5,015 トン

１カ月の不良量 225 トン 185 トン

【2024 年度下期と 2025 年度上期の操業データの比較結果】

時間稼動率、性能稼動率、良品率の 3 つの指標を 2024 年度下期と比べると、2025 年度上期は、 

�  が良化、 �  が悪化し、結果的にプラント総合効率は �  した。

今後は、 �  の悪化につながる �  ロスの低減を検討することとした。
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〔設問 1〕

2025 年度上期の稼動時間として、もっとも適切なものを選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．590 時間	 イ．650 時間	 ウ．660 時間	 エ．710 時間

〔設問 2〕

2025 年度上期の実際生産レートとして、もっとも近い数値を選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．7.0 トン／時間　 イ．7.5 トン／時間　 ウ．8.0 トン／時間　 エ．8.5 トン／時間

〔設問 3〕

2025 年度上期の性能稼動率として、もっとも近い数値を選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．77.8 ％	 イ．83.3 ％	 ウ．88.9 ％	 エ．94.4 ％

〔設問 4〕

2025 年度上期のプラント総合効率として、もっとも近い数値を選択肢から選びなさい。

 �

＜�の選択肢＞

ア．61.2 ％	 イ．65.6 ％	 ウ．70.0 ％	 エ．74.5 ％

〔設問 5〕

空欄 �  〜 �  に当てはまる語句として、もっとも適切なものを選択肢から選びな

さい。

＜�〜�の選択肢＞

ア．時間稼動率と性能稼動率	 イ．時間稼動率と良品率	 ウ．性能稼動率と良品率
エ．時間稼動率	 オ．性能稼動率	 カ．良品率
キ．良化	 ク．悪化	 ケ．性能
コ．停止	 サ．品質
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試験問題は、以上です。

次ページより、当会からの
ご案内を掲載しています。
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2025年度自主保全士検定試験に関する
今後のスケジュール

日程内容

2025年10月31日（金）正解公開

2025年12月8日（月）認定（合格）者発表

2025年12月19日（金）結果通知・認定証書発送

2026年2月（予定）成績優秀者表彰式

2026年3月（予定）2025年度自主保全士検定試験実施報告

掲載している実施報告は、2024年度の記事です（一部抜粋）

実施報告は、当会の技術情報サイト「プラントエンジニアデジタル
（PED）」でも無料（ID登録なし）で閲覧できます！「プラントエンジニア
デジタル（PED）」については、次ページで紹介しています！
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プラントエンジニア
デジタル

https://www.pe-digital.jp/
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公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会
Japan Institute of Plant Maintenance

下記は、試験中もしくは試験終了後の回答時間（1分間）でご回答いただきますようお願いいたし
ます。
回答は、マークシートのアンケート記入欄（受験番号記入欄の右隣）にご記入ください。

この度は、自主保全士検定試験をご受験いただきありがとうございました。
自主保全士検定試験事務局では、今後も当検定試験がより良いサービスになることを目指し、
皆さまに「受験して良かった」「仕事に役立った」と感じていただける検定試験になるため取り組ん
で参ります。今回のご回答内容は、その目的のために使用させていただきます。
ご回答いただきまして、誠にありがとうございました。

【質問①】
現在の担当業務について、下記からもっとも近い選択肢を選んでください。
　ア　製造部門　　　　　　　　　イ　保全部門　　　　　　　　ウ　生産技術・生産管理部門
　エ　非製造部門（開発・品質管理・総務など）　　　　　　　　オ　その他

【質問②】
現在の勤務年数について、下記から選択肢を選んでください。
（複数の従事経験がある方は、過去の実績を合算してください）
　ア　1年未満　　　　　　　　　イ　1年～ 3年　　　　　　　ウ　4年～ 6年
　エ　7年～ 12年　　　　　　　オ　13年以上

【質問③】
現在の職位・役職について、下記からもっとも近い選択肢を選んでください。
　ア　一般　　　　　　　　　　　イ　チームリーダー　　　　　ウ　係長・主任クラス
　エ　課長クラス　　　　　　　　オ　部長クラス以上

【質問④】
自主保全士検定試験の勉強方法ついて、下記から選択肢を選んでください。
（複数回答可、該当がなければマークしないで結構です）
　ア　日本プラントメンテナンス協会主催の受験準備講座を受講した
　イ　公式テキストを活用した
　ウ　問題集（学科、実技）を活用した
　エ　公式サイトに掲載している過去問題を活用した
　オ　公式サイトに掲載している過去問題演習システムを活用した

【質問⑤】
自主保全士検定試験に合格された際に、欲しいものを下記から選択肢を選んでください。
（複数回答可）
　ア　認定シール　　　　　　　　イ　バッジ
　ウ　認定カード　　　　　　　　エ　何もいらない

◆ ◆ ◆　　受 験 者 ア ン ケ ー ト　　◆ ◆ ◆


